
 
清和台・けやき坂地区老連訪問記 
 
・日時＝令和４年６月１１日（土） １０：００～１２：００ 
・場所＝けやき坂公民館 
・メンバー＝岡田・西浦・宮前・長野  
 
清和台、けやき坂地区老連会議 
清和台いきいき元気クラブの澤田会長、石道老人クラブの庄田会長と、けやき坂夢クラブ夏目 
会長の間で地区老連会長会議を開始 夏目地区老連会長が総会での報告事項や５月度の 
常任理事会での決定事項を紹介され、川西市老連の組織図も配布され 広報部長には夏目 
会長 総務部には庄田会長 企画部には澤田会長が参入している事、又新年度人事を確認。 
 
清和台、けやき坂地区老連－市老連 懇談会 
・組織見直し、つまり簡素化の話を進めて欲しい、又今年１年を検討年として、来年度には実施 
に繋げ貰いたい、との要望あり。 

 
・現在、地区老連では理事として３名が選ばれており、会長全員が市老連に出向いていくのは 
一寸問題で、負担にもなっている。活動費にしても、現在検討中として早急に結論を出して貰 
いたい。私達はあくまでもボランティアで活動しており運賃負担が大きく、運賃として実費支給 
が理想であり、予算を勘案すれば天井がある為負担率を明示して問題解決を図って欲しい 
との意見があった。 

 
・今後の地区老連の事業展開について説明あり。 
①  ゴルフクラブを設立したい、３地区限定で２０名から２４名で募集をかけ、市老連のゴルフ大会

前の練習を兼ねて設定する事になった。 
② 麻雀大会を開催を今年度の新事業と位置付けて、早速準備に入るとの報告あり（庄田会長）。 

清和台では清和園で活発に行われており１９卓の麻雀台、３クラブ６０名で活動中、石道地区

では庄田会長一人での参加になると、けやき坂地区でも１５名程度との事で今後３２名から３６

名の募集で今後調整し出来れば定着化したいと言った旨の説明もあった。 
 
・続いてグリーンハイツの市老連からの退会について種々の意見が出たが、身近の問題として 
捉えられている事を認識。 

 
・補助金問題については、申請書作成の問題（かなりの手間暇がかかる）、使い道の変更が変更

出来なければ、補助金等いらない、と言ったクラブも出てくる可能性あり指摘受け。市から補助金

を貰っても会費や負担金等を考えれば余りメリットが考えられないとの本音も。 
 
・岡田から現在の市老連の置かれてる現状を説明、市長との懇談会での以下の３つの要望を 
紹介・説明、成果を出すよう注力する旨を約束した。 
① 市老連事業での市所有のバス利用 
② ワクチン接種証明の発行 
③ 公共交通機関の存続問題で高齢者の割引制度の採用 
 
・西浦副会長からは地区老連ゴルフ大会の優勝カップ提供については、幾分かの負担はさせて

頂く旨約束をした。 
 
 



 
・宮前副会長からは女性部の活動として、現在盆踊り練習をしており約７０名程度の人間で月１回

アステホールで練習しているので、皆さんのクラブで盆踊りの時に呼んで貰えば、何時でも対応

しますとの約束をした。 
 
清和台でも、けやき坂地区でも盆踊りの予定あり早速引き合いが起こりそうで今夏には成果が 
出そうである。 

 
・庄田会長より、総務部定例会に参加する気持ちはあるが、日程の問題で参加出来ない状況 
である。もう少し柔軟な対応をして欲しいとの要望があった。現状では１名減のままなので移籍 
は出来ないかの相談を受けた。 ➔ 部内での調整を要請した。 

 
・澤田会長から、現在の市老連は徐々に変化途中であると感じる、今後に期待したいとの力強い

見解が示された。また、現在、市老連のホームページを開いているが、アクセス数が少ないよう 
ある、アクセス数アップへ努力して貰いたい。清和台自治会もホームページを持っているが、 
なかなか更新が出来ていない、との問題ある。 
➔市老連ＨＰ、訪問数アップへ随時更新している、内容の充実に注力する旨約束した。 
 
・ゴルフ、グランドゴルフに付いて、西浦副会長より、もっと参加者を出して欲しいと要請。 
これに対し、今迄のクラブの生い立ちの中で自分達だけで十分楽しめている、何故お金を負担

してまで違う場所でプレイする必要があるのか？そこまでする必要を感じないのが現状である、 
と言った見解が示された（本音としては、差別化の方法の探求が必要と感じた）。 
 
                                                岡田記 



                              2022.6.11. 
企画部 長野 玲子 

 
けやき・清和台地区老連訪問・懇談会報告 

 
訪問日時  : 令和 4 年 6 月 11 日(土) 
参加者   : 地区老連 夏目・澤田・庄田 

市老連  岡田・西浦・宮前・長野 (役職・敬称略) 
総会資料確認・地区老連事業計画等を検討確認後、懇談を行った。 
他の地区の話題と同様の事項多く、概要は次のとおりであった。 

 
★補助金申請書類について 
 高齢者にとって補助金申請は非常に難しく、会計の方の苦痛になっており市老連から 
の退会の一原因になっているとも思われる。 

      （企画部会での見解：国の様式によるもので変更は難しいと聞いているが、様式を

パソコンに取り込み記入する等で作成手間は大幅に緩和されるであろう） 

 
★市老連での活動交通費について 
 ・ボランティアで活動しているので活動費は不要だが、交通費の実費を出すのは当然 

ではないか。 
 ・予算的に問題があれば、会議回数を減らす・イベント開催時の参加費の見直し等で対処 

出来るのではないか。 
 ・単老での事業はボランティアで良いが、市老連の組織化されたなかでの活動に伴う交通費 

は全額で無くても良いので支給すべきであり、歩いて来れる人に活動費を支給する意味が 
分らない。 

      ➔距離等を勘案し支給する方向で検討したい、岡田談 

 
★単老・地区老でのグラゥンドゴルフ大会について、優勝カップ等への補助をして欲しい。 

➔実施の方向で検討する、西浦談 

 
★女性部（宮前談）からの要望、女性部は踊りの練習をしており、地区の盆踊りなどに参加し 
披露したい。  

➔役員会に諮り実施して戴く方向で検討する、清和台・けやき談 

 
★定例会議に出られないので退部させて欲しい (総務部 庄田) 
     （企画部の見解：総務部内で事情を話し、解決を図るべき） 

 
★市老連の知名度が低いと思われる 
      ➔何をやっているか等の知名度が低いのは感じている、HP の閲覧回数を 

上げる（=ＨＰの内容充実を図る）等により対応したい、岡田談 
以上 


